
運営推進会議 記録 

事業所名 地域密着型特別養護老人ホーム妻の杜 

所在地 西都市妻 1680-1 

サービス種類 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

開催日時 第２回・令和７年１月 24日（金）１３：３０～１４：３０ 

開催場所 地域交流室なのはな 

出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計７名 

1. ご利用者の代表者     ： 

2. ご利用者の家族代表者   ：有馬 昌子様 

3. 地域住民の代表者      ：民生児童委員妻地区会長 

清田 芳弘様 

4. 地域包括支援センターの職員：南包括 中川 留美様 

5. 介護支援専門員      ：吉本浩美（妻の杜施設ケアマネ） 

6. 医療関係者        ：  

7. 施設運営に関する助言者    ：幸楽荘施設長 竹田 竜介様 

             ：白馬デイサービスセンター 

施設長 松浦恵美 

8. 施設長（司会）            ：川﨑 桂 

5. その他: 

※健康管理課介護保険係 日高氏 業務の都合にて欠席の連絡 

 くらもと医院 倉元先生 往診および診療部会議のため欠席 

議題 

 

１． 地震発生時の体制について 

・初動体制の報告 

・大規模災害時の備え 

・地域との連携の課題 

２． 地域交流室なのはなの活用について 

・利用規約（案）の報告 

・活用促進への意見、提案 

報告事項 １． 感染症の発生状況について 

入所者―インフルエンザ１名（外出後）、 

SS 利用者―家族コロナ感染あり介護負担軽減目的で利用された方、入所後コロ

ナ発症１名 

※それぞれ熱発後、居室隔離対応等、感染対策を行った。その後の感染拡大なし。 

２．施設便りを発行 

毎月、「さいと妻日和」を発行、ご家族への配布のほか、各居宅支援事業所や相談

者へも案内している。 

評価 

意見・助言 

等 

（１）「地域と協働で行う防災訓練マニュアル」について 

先日発生した地震をきっかけに地域と協働で行う防災について取り組む必要性

について再考した。来年度１年をかけて詰めていきたいと考えている。まずは、

BCPマニュアル（案）策定したところ。地域等連携訓練の内容や実施に向けての

方向性、また備蓄しておかないといけないものなど、意見を伺いたい。（川崎） 

・この地域では地域としての防災訓練の実施はない。消防署や西都市関係課へま

ず連絡相談して取り組む方向性がよいと考える（清田） 



・スタ－トとしては施設の BCP がうまく流れているか、職員全員の認識や動き

に関しての確認作業や訓練を継続的に実施し周知徹底することからではないか

と思う（中川） 

・特養：幸楽荘は福祉避難所でもあるため、民間防犯・防災システムに地震５弱

発生後、全職員に向けてメールが届くようにしてある。しかしメールを見ていな

い職員もおり、うまく機能することは今後の課題。夜間帯の職員は限られており

もし地域の方々が避難してこられた時には断れないが、実情と合わせたときに混

乱なく受け入れできるかどうかも課題。この事を踏まえまずは職員全員が施設の

防災システム、機器の使い方など、認識、理解し現実に運用できることを近々実

践することとなった。 

まずは、この施設の BCP の徹底を各職員へ図っていくことか始め、それを地域

へ案内できるものとしたらどうか（竹田） 

・地域へ案内、開放することは、今後「なのはな」のスペースを利用していただ

くときに、施設の取り組みを掲示することなどでもできるのではないか（中川） 

（２） 

地域交流スペースなのはなの活用について 

利用規約（案）作成。しばらくは無料で開放予定。今後、利用していただいた方々

のアンケートや地域の公民館などの活用実態を勘案しながら利用料金を設定す

る予定はある。また、利用促進のための意見、助言をいただきたい（川崎） 

・地域で活動中の「100歳体操」、中央地区は希望者多くある。一度、市役所担当

課へ案内してみたらどうか（清田、中川） 

・私が継続している 100歳体操教室を紹介できる（有馬） 

・各包括生活支援コーディネーターの活動の場としても利用できるのではないか

（中川） 

・小学校のカリキュラム、社会見学の場所の提供ができるのではないか（清田） 

意見を受け

て 

（１）について 

まずは施設内での BCP について、職員へ周知徹底の実施、また今年度も行った

が、定期的に防災訓練を実施、継続していく。 

大きな目標としては地域の方らと協働した訓練を行いたいとは考えている。時期

をみながら行政、関係機関へ相談し、指導助言をいただきながら取り組んでいき

たい（川崎） 

（２）について 

助言いただいた内容からまずは「100歳体操」活動支援、指導している行政担当

課へ連絡していく。また、13区の 100歳体操を見学に出向いて参考にする。 

その他、何らかの機会あるごとに、小、中、高校の先生方へも案内していきたい

と考える（川崎） 

その他 次回開催予定：3月 28日（金）１３：３０～ 

内容：2025年事業計画報告、BCP策定・訓練状況報告など 

 

 

司会進行： 川崎 桂 

記  録： 吉本浩美 

 


